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第1章 JIU 学内情報関係施設の概要および利用上の注意 

この章では、JIU 学内で皆さんが使用できる情報関係施設について紹介します。 

1.1 東金キャンパス 

1.1.1 PC 教室・情報関係教室  

講義、演習、ゼミナールなどで使用する情報機器を備えた教室やセミナー室を紹介します。具体的に

は以下のとおりです。 

・施設名：B206 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 50 

Microsoft Windows 7 

Microsoft Office 2013  

モノクロ・レーザープリンター 3 

 

・施設名：B207 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 50 

Mac OS X v10.8 (Mountain Lion) 

Adobe Creative Suite 6 Design & Web Premium 

Canon EDICOLOR 10 

 

カラー・レーザープリンター 2 

スキャナ 25 

 

・施設名：A202 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 20 

Mac OS X v10.8 (Mountain Lion) 

Adobe Creative Suite 6 Master Collection 

BiND 6 

他 サウンド系アプリケーション 
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・施設名：A211 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 16 

Microsoft Windows 7 

Microsoft Office 2013 

Canon EDICOLOR 10 

 

モノクロ・レーザープリンター 1 

・施設名：C2-105 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

電源および情報コンセント、無線 LAN（Wi-Fi） 203 

モノクロ・レーザープリンター 3 

・施設名：A210 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

電源および情報コンセント、無線 LAN（Wi-Fi） 16 

B303、B310、G1-101、G1-102、G1-302 教室にも情報コンセントを用意しています。LAN への接

続は教員の指示に従ってください。 
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1.1.2 自習コーナー 

情報科学研究センターでは、皆さんが自習のために自由に使用できる情報機器を用意しています。

具体的には以下のとおりです。 

・利用条件：平日および土曜日の 9 時～17 時(ただし、授業期間外は変更されることがあります。) 

ハードおよびソフト名称、接続状況  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 8 

Microsoft Windows 8 

Microsoft Office 2013 
 

インターネット  

モノクロ・レーザープリンター 2 

 

1.1.3 印刷 

データを保存できるメディアを必ず持参してくだい。 

レポート、卒業論文などの印刷は、情報センター内の印刷コーナーを利用してください。スタンド形式

で印刷用 PC を設置しています。 

なお、入力・編集はデスクトップ PC を利用してください。 

また、情報センターカウンターにカラー印刷用 PC も設置しています (有料)。 
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東金キャンパス 情報科学研究センター 

 

A201 

TV スタジオ 

A206 

調整室 

A202 

マルチ 
ラボ 

A203 

サウンド 
スタジオ 

JIU テレビステーション 
アド クリエイティブ スタジオ 

A211 
パソコン 
教室 3 

情報科学研究  

センター事務室 

B206 
パソコン教室 4 

B207 
パソコン教室 5 

A 棟 2 階 

B 棟 2 階 

A210 ノートパソコン対応教室  

A209 情報ラボ 

A208 編集室 2 

A207 編集室 1 
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1.1.4 薬学部 医薬品情報実習室(L101 教室) 

 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 106 

Microsoft Windows 7 

Microsoft Office 2013 
 

モノクロ・レーザープリンター 6 

 

1.1.5 水田記念図書館  

水田記念図書館では、皆さんが自習のために自由に使用できる情報機器を用意しています。具体的

には以下のとおりです。 

 

【図書館メディアラウンジ】 

・利用条件：平日 9:00～20:00、土曜日 9:00～17:00 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 60 

Microsoft Windows 7 

Microsoft Office 2010 

Adobe Creative Suite Production Premium 5.5 

 

 

10 

パーソナル・コンピューター(印刷用) 1 

モノクロ・レーザープリンター 1 

 

また、ノート型 PC 用の情報コンセントも用意しています。具体的には以下のとおりです。 

 

【図書館ネットラウンジ】 

・利用時間時間：平日 9:00～20:00、土曜日 9:00～17:00 

・電源および情報コンセント：60 個 

 

【図書館閲覧室(1～3 階 )】 

・ 利用時間：平日 9:00～20:00、土曜日 9:00～17:00 

・ 電源および情報コンセント(座席)：212 個 

・ 電源および情報コンセント(ブース)：16 個 
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水田記念図書館 1 階 
 

 

 

 

1.1.6 その他の施設における情報機器の概要  

学生ホール(A 棟および F 棟)には、ノート型 PC 用の情報コンセントを用意しています。 

 

【学生ホール(A 棟)】 

・ 利用時間：7:30～21:00 

・ 電源および情報コンセント：50 個  

・ 無線 LAN（Wi-Fi）も使用できます 

 

【学生ホール(F 棟)】 

・ 利用時間：7:30～21:00 

・ 電源および情報コンセント：4 個 

・ 無線 LAN（Wi-Fi）も使用できます 

 

 

 

グループ 
学習室  

AV コーナー 水田記念図書館  
事務室  

水田美術館  

エントランス 
ホール 

オリエンテーション 
ルーム 

ネットラウンジ メディアラウンジ 
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1.2 東京紀尾井町キャンパス 

東京紀尾井町キャンパスには、以下の情報関係施設があります。 

1 号棟 

・施設名：４階 403 教室(PC 教室) 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 30 

Microsoft Windows 7 

Microsoft Office 2013 

Microsoft Windows Vista 

Microsoft Office 2010 

Microsoft Visual Studio Professional 2013 

 

 

 

 

 

モノクロ・レーザープリンター 1 

カラー・レーザープリンター 1 

 

・施設名：２階 メディアブース 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 16 

Microsoft Windows 7 

Microsoft Office 2013 

Microsoft Windows Vista 

Microsoft Office 2010 

Microsoft Visual Studio Professional 2008 

勘定奉行 21 シリーズ Ver.Ⅳ 

 

 

 

 

2 

2 

モノクロ・レーザープリンター 1 

 

3 号棟 

・施設名：４階  ４１教室 (PC 教室) 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 63 

Mac OS X v10.8 (Mountain Lion) 

Adobe Creative Suite 6 Master Collection 

(Microsoft Office for Mac 2011) 
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1.3 安房キャンパス 

安房キャンパスには、以下の情報関係施設があります。 

 

・施設名：A-201(PC 実習室-1) 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 44 

Microsoft Windows 7 

Microsoft Office 2013 

BiND 6 

 

モノクロ・レーザープリンター 2 

カラー・レーザープリンター 1 

 

・施設名：A-202(PC 実習室-2) 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 16 

Microsoft Windows 7 

Microsoft Office 2010 
 

モノクロ・レーザープリンター 1 

 

・施設名：図書館 

ハードおよびソフト名称  台数・個数 

パーソナル・コンピューター 14 
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安房キャンパス PC 実習室 
 

 

 

 

 

A棟

ブリッジ
　PC準備室

B棟へ

A棟２階ロビー

エレベーター

トイレ

自動扉

自動扉

自動扉

Ａ-２０１

ＰＣ実習室１

Ａ-２０２

ＰＣ実習室２



10 

 

1.4 PC 教室利用上の諸注意 

1. PC 教室での飲食は厳禁とします(持込も厳禁です)。 

2. ソフトウェアのインストールは絶対にしないでください。動作不良の原因になります。 

3. システムや画面の設定を変更しないでください。大学の PC は個人のものではありません。 

4. データは必ず CD-R/RW や USB フラッシュメモリーに保存し、本体のハードディスクには保存しない

でください。本体内に保存したデータは消去されます。 

5. PC を終了するときは、決められた手順に従ってください。いきなり電源スイッチをオフにすると、故障

の原因になります。 

6. 印刷に失敗した用紙は放置せず、必ずゴミ箱へ捨ててください。 

7. 自習中は、静かに利用してください。 

8. PCを終了するときは、CD-R/RWや USBフラッシュメモリーを抜き忘れていないか注意してください。

忘れ物は、学生課と PC 周辺機器の一部は情報センターで保管しています(一定期間を過ぎると処

分されますのでご注意ください)。 

9. 情報センターからの連絡事項は、入口の掲示板に掲示します。 

10. PC を使用していて分からないことがあれば、情報センターまでお問い合わせください。 

11. 携帯電話の使用は他の学生の迷惑となります。電源を切るか、マナーモードにしたうえで、通話は

禁止とします。 
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1.5 インターネット利用上の諸注意 

インターネットは大変便利で私たちの生活に欠かせないものになってきました。しかしその一方でネッ

ト犯罪や悪質ないたずらなどのトラブルに巻き込まれる危険性も高くなっています。インターネットとは世

界中のネットワークが相互に接続しているもので、全体を管理している者は誰もいません。つまり全体と

しての管理者はいないのです。自己管理が重要だということを理解しましょう。以下にあげる点に十分

注意して、正しくインターネットを利用しましょう。 

 

事例：インターネットで｢炎上｣された学生 

2007 年 9 月に、JIU の学生が mixi に書いた日記の内容がきっかけで、インターネット上で

の大きな騒動に発展する事件があった。その学生は、友人同士のやりとりのつもりで、mixi 上

の日記に、隠語 (仲間だけで通用する言葉、他の人が見ると全く別の意味になるものもある )

を使って書き込みを行なった。彼の友人達は、その日記が隠語を使った冗談であり、日記の

内容に問題はない事を知っていた。ところが、その内容は知らない人が読むと、法的に問題

のある反社会的な行為をしたと読めるものであり、その日記を読んだ一般人が、ネット上で取

り上げたため、大きな騒ぎとなってしまったのである。 

インターネットでの｢炎上｣はスピードがとても速く、一晩のうちに日記を書いた学生の本名

や所属するサークル、アルバイト先、さらには顔写真までネット上で探し集められ、｢まとめ

ページ｣なるものが作られてさらされてしまった。学生は精神的ショックを受け、またアルバイト

も止めることになるなど、実生活にまで重大な影響を受けることになった。 

教訓：公共空間と私的空間  

この事件から、次のような教訓を学び取ることが出来る。 

・ ネット上は、基本的に誰もがアクセス可能な場所であり、仲間だけの世界ではない。 

・ ネットに書き込む情報は、一つ一つは大したものではなくても、つなぎ合わせると個人のさ

まざまな情報が分かってしまうものとなる。 

・ 一度ネットで広まった情報や噂は、それが嘘であったとしても取り消すことは非常に難し

い。 

インターネットの世界は公共空間 (誰もが参加可能な場所 )であり、仲間だけの世界ではな

い。友人とのいつもの会話の感覚でネット上に書き込みを行なうことは、非常に危険である。

事例に挙げた学生以外にも、ネット上での不適切な発言が基で大問題となる例は多発してい

る。｢送信ボタン｣をクリックする前に、もう一度自分の書き込みを他人の気持ちで読み直し、

問題がないか判断することが必要である。 
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資料：続発する｢炎上｣(読売新聞 2008 年 2 月 29 日朝刊 1 面) 

 

［ネット社会］深まる闇 (2)安易な発信、生活も「炎上」記事 
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詳しくは第 5.1 節の「城西国際大学学内ネットワーク利用基準」等を参照してください。 

「インターネットの円滑な運用は利用者一人一人のマナーに負っています」 

 

1. 注意深く行動しましょう。 

誤った情報を人に送らないようにしましょう。インターネット上の情報はすぐに伝わるため、取り返し

のつかないことになります。また、情報発信する際には、きちんと自分の名前をつけましょう。偽名を

用いたり、嘘の情報で他人に被害を与えた場合は、当然刑事責任が問われる可能性があるので、こ

のようなことは絶対行ってはいけません。しかしながら、初学者は内容を理解していないため問題を

生じさせやすいものです。「知らなかった」では済まされません。利用者は利用資格を取得したときか

ら利用行為について全責任を負うことが原則です。 

2. 誤報に気をつけましょう。 

誤った情報が提供されている可能性があることに気をつけましょう。いつもその情報が正しいと信じ

込んでいては危険です。また、自分が発信する情報が他人に被害を与えるような虚偽や中傷的な内

容がないか慎重になる必要があります。 

3. 誰かがあなたのプライバシーを侵害するかもしれません。 

トラブルに巻き込まれないようにプライベートな情報を提供する際には細心の注意が必要です。自

分の住所や電話番号、またクレジットカード等の暗証番号をネットワーク上で打ち込む等の行為は、

犯罪に利用される可能性があります。個人情報の提供も自己責任の範囲において行うことが大切で

す。 

4. 善悪の区別をきちんと持ちましょう。 

大学の共有施設を使って、社会的に問題のあるホームページへアクセスすることは当然ながら許

されていません。猥褻画面等へのアクセスやショッピングなどを目的とした個人本位のネットワーク利

用は大学のネットワーク利用規定や学則に抵触し、処罰の対象となります。ネットワークを利用する

にあたり、善悪を判断することが個人に求められるので、十分な注意が必要です。 

5. 著作権の侵害禁止 

他人の文章をコピーして、さも自分の文章のように見せかける行為は禁じられています。これは明

らかな著作権法違反です。つまり、事前の同意なしに、他の利用者が保有するファイルまたはデータ

を削除し、複製し、改変することは法律によって禁じられており許されていません。また、第三者の著

作物であるファイルやデータの引用・参照をするときは、著作権法の規定および公正な慣行に従わな

ければなりません。また、他者の電子メールを許可なく読み、削除、複製、変造又は公開することも決

して許されない行為です。パスワード管理はしっかりしましょう。 

常に自分は城西国際大学の一員としてインターネットにアクセスしているという公共の責任をしっ

かり自覚して有意義にインターネットを利用してください。 
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1.6 情報セキュリティを巡る状況 

情報セキュリティとは、「パソコンやスマートフォン自身やそこにある様々な情報を守ることによって、そ

の情報がだれかに勝手に使われてしまったり、その情報がだれかに勝手に変更されてしまうことを無く

すとともに、あなたがその情報を利用したい時に利用できるようにすること」です。 

パソコンやスマートフォンは生活を快適で便利にすることができます。ところが、ちょっとした不注意で、

あなた自身やあなたのお友達などが辛い思いをすることがあります。そのような思いをしないよう、各自

で必要な情報セキュリティ対策を講じましょう。 

 以下に内閣官房情報セキュリティセンター（NISC）がまとめた最近の情報セキュリティを巡る状況につ

いてのレポートを引用して掲載しますので、情報セキュリティ対策の参考にしてください。 

 

 

内閣官房情報セキュリティセンター（NISC）． “情報セキュリティ人材の必要性について”．  

http://www.nisc.go.jp/security-site/glossary/nisc.pdf， (参照 2013-03-01). 
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